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平成17年度 (Ｈ17.４.１～Ｈ18.３. 31) の
決算内容をお知らせいたします｡ 町が行って
いる様々な仕事は､ 私たちが納めている税金
や国・県からの補助金などでまかなわれてい
ます｡ 決算は､ このようなお金が私たちの暮
らしや､ まちづくりの中で､ どう生かされて
いるかをまとめたものです｡
平成17年度の町の決算のあらましを見てみ

ましょう｡
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会 計 別 歳 入 歳 出 差引残額
一 般 会 計 2,382,436 2,348,559 33,877

特
別
会
計

国保事業 564,190 569,198 ▲ 5,008
国保診療 157,184 233,763 ▲ 76,579
老人保健 549,404 552,533 ▲ 3,129
介護事業 315,895 308,949 6,946
介護サービス 282,047 381,693 ▲ 99,646
小 計 4,251,156 4,394,695 ▲ 143,539

企
業
会
計

水 道
会 計

収益的 105,074 105,899 ▲ 825
資本的 7,300 61,762 ▲ 54,462

小 計 112,374 167,661 ▲ 55,287
合 計 4,363,530 4,562,356 ▲ 198,826

●奥平部集会施設整備事業 32,380

●現年度発生公共土木施設

補助災害復旧事業 (繰越分) 23,624

●漁港整備事業負担金 19,000

●遊技場解体工事 (繰越分) 10,496

●町道維持管理工事 9,922

[M8M-\][^M_�`J)HabMc���F����d

[M8M-efgM_�`J)HabMc��F � �d

hi��jklmn1o
単位：千円

(※平成18年３月末人口 3,977人より算出)
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10
月
３
日
、
町
議
会
北
海
道
新
幹

線
開
業
促
進
特
別
委
員
会
と
庁
内
新

幹
線
対
策
研
究
チ
ー
ム
が
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
務
所
・
今
別

管
理
室
の
ご
協
力
に
よ
り
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
内
の
施
設
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

今
別
管
理
室
の
川
松
所
長
代
理
外

２
名
の
方
か
ら
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内

の
施
設
や
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
事
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は

｢

平
成
27

年
度
末
に
は
北
海
道
新
幹
線

も
開
業
し
、
当
町
に
新
幹
線

駅
が
出
来
る
。
町
民
の
皆
様

方
と
力
を
合
わ
せ
、
駅
の
効
果
的
活

用
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
11
日
に
は
鉄
道
建

設
・
運
輸
機
構
東
北
新
幹
線
建
設
局

の
方
々
が
来
町
し
、
二
股
地
区
福
祉

会
館
に
お
い
て
北
海
道
新
幹
線

(

新

青
森
〜
新
函
館
間)

地
元
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
に
よ
る

新
幹
線
の
工
事
概
要
説
明
と
保
守
基

地
建
設
の
た
め
の
用
地
測
量
に
つ
い

て
協
力
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
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10
月
６
日
、
県
立
今
別
高
校
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
、

同
校
に
お
い
て
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
生
徒
、
教
職
員
、
同
校
卒
業
生
や
来
賓
、

父
兄
の
方
々
が
出
席
し
、
県
教
育
委
員
会
委
員
鈴
木
秀

和
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
祝
辞
や
、
歴
代
校
長
以

下
18
名
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
は
、
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
、
阿

部
磨
優
子
さ
ん
が
今
高
生
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
式
典

を
終
え
ま
し
た
。

今
別
高
校
は
、
昭
和
23
年
に
青
森
工
業
高
校
分
校
と

し
発
足
、
昭
和
27
年
10
月
１
日
以
来
、
上
磯
地
域
唯
一

の
高
校
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
６
、
０
０
０
人
以
上
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

発
展
・
躍
進
し
続
け
て
き
た
県
立
今
別
高
校
も
、
来

年
３
月
そ
の
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
、
来
年
４
月
か

ら
は
、
県
立
青
森
北
高
校
今
別
校
舎
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
職
員
数
は
８
名
と
な
り
、
校
章
・
校

歌
は
北
高
校
と
同
一
と
な
り
、
校
訓
も『

自
研
・
和
協
・

勤
労』

か
ら
北
高
校
の

『

自
治
・
協
和
・
日
進』

に
変

わ
り
ま
す
。

更
に
、
新
一
年
生
か
ら
は
青
森
北
高
校
の
制
服
と
な

り
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
鎌
田
康
治
教
頭
は

｢

今
後
も
、
上
磯
地
区

後
期
中
等
教
育
の
要
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
る
事

に
変
り
は
な
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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去
る
７
月
28
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
今

別
町
議
会
議
員
平
山
順
一
氏

(

69
歳)

が

旭
日
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
山
氏
は
、
昭
和
59
年
３
月
か
ら
平
成

16
年
３
月
ま
で
連
続
５
期
、
20
年
余
り
の

永
き
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
、
更
に
議
会
運
営
委
員
長
や

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
を
精
力
的

に
務
め
、
町
の
産
業
振
興
の
向
上
な
ど
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
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行
政
相
談
委
員
の
成
田
り
せ
子
さ
ん
は
、

10
月
11
日
東
京
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ス
に
お

い
て
、
行
政
相
談
員
と
し
て
長
年
の
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
総
務

大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
住

民
の
苦
情
や
要
望
、
陳
情
な
ど
を
関
係
行

政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
、
解
決
の
促
進
を

図
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
成
田
さ
ん
は

平
成
元
年
か
ら
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
、

今
年
で
18
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

受
賞
に
あ
た
り
、
成
田
さ
ん
は

｢

こ
れ

か
ら
も
住
民
の
た
め
に
出
来
る
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す｣

と
述
べ
て
い

ま
し
た
。
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こ
の
度
、
町
社
会
教
育
委
員
の
木
村
清

次
氏(

昭
和
62
年
５
月
か
ら
現
在
に
至
る
、

20
年)

が
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
合

協
議
会
表
彰
。
花
田
照
俊
氏

(

平
成
２
年

５
月
か
ら
平
成
４
年
３
月
、
平
成
７
年
５

月
か
ら
現
在
に
至
る
、
14
年)

が
青
森
県

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
。
三
浦

廣
子
氏

(

平
成
９
年
５
月
か
ら
現
在
、
９

年)

が
東
青
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

３
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
町
社
会
教
育

委
員
と
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育
の
振
興

に
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
多
大
な
る
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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大
川
平
地
区

(

嶋
中
春
光
総
代)

で
９

月
24
日
、
参
拝
行
事
の

｢

お
山
参
詣｣

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
拝
者
は
、
岩
木
山
神
社
ま
で
の
道
の

り
を

『

さ
ー
い
ぎ
さ
ー
い
ぎ』

の
掛
け
声

と
と
も
に
練
り
歩
き
、
家
内
安
全
、
五
穀

豊
穣
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
明
治
頃
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
百
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
沢
山
の
参
拝
者
が
、
色
と
り
ど

り
の
御
幣
を
掲
げ
、
岩
木
山
神
社
拝
殿
へ

と
続
く
急
な
階
段
を
登
っ
て
い
ま
し
た
。
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10
月
８
日
、
大
泊
地
区
に
お

い
て
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、
第
９
分
団
主
催
の
消
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
雨
警
報
発
令
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
40

名
以
上
が
参
加
し
、
今
別
分
署

米
谷
署
長
に
よ
る
消
火
器
の
取

扱
い
説
明
の
後
、
実
際
に
住
民

が
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
住
民
は
、
万
が
一

の
た
め
に
備
え
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
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９
月
21
日
、
村
元
老
人
ク
ラ

ブ

(

会
長

木
村
清
次)

約
25

名
で
地
区
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
年
に
３
回
地

区
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

木
村
会
長
は

『

少
し
で
も
地
域

の
美
化
に
役
立
ち
た
い』

と

｢

社
会
奉
仕
の
日｣

の
旗
を
掲

げ
な
が
ら
袋
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
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10
月
12
日
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル『

ち
ゅ
っ
ち
ゅ
く
ら
ぶ』

が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

い
た
。

お
母
さ
ん
達
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
っ
た

可
愛
ら
し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
魔
女
や

お
ば
け
に
大
変
身
！
宝

(

お
菓
子)

探
し

や
新
聞
紙
プ
ー
ル
な
ど
で
遊
び
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

������������������������������������				
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今別バドミントンクラブ (代表・藤田

剛) は､ ９月23日町立体育館において､
『2006今別バドミントン大会』 を開催しま
した｡
大会は､町内外から約100名の選手が参加

して､ ナショナルリーグとアメリカンリー
グ (各リーグ４チーム) に別れ予選が行わ
れました｡ 今年は､ パスタに関連したチー
ム名で８チームが編成され､ 熱い戦いが繰
り広げられました｡
大会終了後は､ 豪華景品争奪ジャンケン

大会などが行われ､ 参加した選手たちは､
秋の風が吹き始めた体育館で心地よい汗を
流していました｡
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☆ ｢インフルエンザは風邪とはちがう､ わが国最多の感染症です・・・｣

��� ������	
�����

10月６日 (金)､ かねてから当紙面でも参加者
を募集しておりました ｢町民ウォーク｣ が開催さ
れました｡ 当日は14名の方が参加し､ 雨が落ちて
きそうな空の下､ みなさん張り切って歩いていま
した｡ 普段からウォーキングをしてる方も､ 正し
い姿勢でのウォーキングはかなり厳しかったので
は・・・？３キロ～５キロのコースを颯爽と歩き､
いい汗をかいたようです｡ 次回は健康教室開催の
要望もあり､ み
なさんが健康づ
くりに積極的に
取り組みたいと
思っていること
が分かりました｡
次回開催をお楽
しみに…？？

予防接種をしてから､ 効果があるまで２～３週間かかります｡ そのため､ 流行期に入る前に (１１月
頃までに) 予防接種を受けましょう｡ 予防接種は重症化を防ぎます｡

������� � �

	 

� �

一気に高熱がでる (寒気がする)､ 全身の関節
や筋肉が痛くなる､ だるい､ 下痢

のどの痛み､ 鼻がムズムズする､ 水のような鼻水､ くしゃ
みや咳がでる

 38～40度 (３～４日間) 微熱

��� 強い｡ 短期間に膨大な人に感染する｡ 弱い｡ 徐々に感染が広がっていく｡

� �
肺炎など重症化することが多い｡
65歳以上の高齢者での死亡率が高まる｡

発熱もあるが､ インフルエンザほど高くなく､
重症化することはあまりない｡

��������	
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�

９月28日(木)今別保育園
において､ 歯にいいおやつづくりが開催され､
園児とその保護者が参加しました｡ 栄養士の
お話のあと､ ｢まきまきサンドイッチ｣ を調
理｡ ワイワイ楽しく調理し､ 歯にいいおやつ､
あまりよくないおやつなど､ 園児のほとんど
が答えることができていました｡ あとは､ お
家でどのよ
うな食習慣
を子供達に
伝えていく
か…子供達
の健康な歯
や体を守る
のは､ 大人
の役割です｡
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薪
を
燃
や
し
て
走
る
蒸
気
機
関

車
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
、
今
別

の
土
場
な
ど
で
ト
ロ
ッ
コ
を
押
し

て
遊
ん
だ
記
憶
の
あ
る
人
は
、
も

う
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
堅
層
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
最
初

の
森
林
軌
道
で
あ
る
津
軽
半
島
森

林
軌
道
は
、
明
治
39
年
の
着
工
で

す
。
幹
線
は
青
森
か
ら
沖
館
、
蟹

田
と
進
み
、
中
里
へ
ぬ
け
金
木
に

至
る
67
キ
ロ
。(

ト
ラ
ッ
ク
運
材

に
押
さ
れ
て
廃
止
さ
れ
る
昭
和
42

年
ま
で
の
、
各
支
線
の
総
計
は
250

キ
ロ
以
上)

明
治
37
年
の
日
露
戦

争
と
共
に
木
材
の
需
要
も
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
津
軽
半
島
に
は
、

藩
政
時
代
の
禁
伐
で
保
護
さ
れ
た

御
留
山
に
、
莫
大
な
量
の
ヒ
バ
が

宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
と
な
っ
て
い
る
、

と
さ
れ
た
の
で
す
。
山
林
局
は
こ

の
軌
道
が
運
ぶ
ヒ
バ
の
材
積
を
約

534
�
、
ブ
ナ
等
335
�
、
年
間
伐
採

量
を
約
11
万
�
と
見
積
り
ま
し
た
。

少
し
遅
れ
て
明
治
45
年
に
は
、

川
内
森
林
軌
道
の
幹
線
が
６
キ
ロ
。

木
曽
の
森
林
軌
道
は
大
正
５
年
、

幹
線
約
20
キ
ロ
。
森
林
軌
道
に
よ

る
効
率
の
良
い
搬
出
は
、
ま
ず
津

軽
、
下
北
半
島
の
ヒ
バ
が
主
な
目

標
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
別
営

林
署
で
は
昭
和
４
年
、
今
別
貯
木

場
、
二
股
、
袰
月
、
鬼
泊
沢
な
ど

を
起
点
と
す
る
各
支
線
の
計
画
延

長
が
約
17
キ
ロ
。
昭
和
30
年
の
管

内
概
要
で
は
総
延
長
が
、
約
26
キ

ロ
で
す
。
こ
れ
は
、
蟹
田
営
林
署

管
内
の
一
部
の
高
石
股
―
高
根
分

線
と
南
沢
支
線
の
合
計
と
同
じ
く

ら
い
で
す
。

ほ
と
ん
ど
見
渡
す
か
ぎ
り
の
津

軽
半
島
の
山
々
は
、
昭
和
30
年
代

前
半
ま
で
に
伐
り
尽
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
森
林
軌
道
で
運
び
だ
さ
れ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
森
林
軌
道

が
そ
れ
ま
で
の
人
力
や
牛
馬
道
と

違
っ
た
新
し
技
術
、
効
率
の
進
展

ま
た
文
化
の
息
吹
を
も
た
ら
し
た

の
は
確
か
で
す
。

し
か
し
、
木
材
生
産
と
利
益
追

求
の
そ
の
後
の
展
開
の
中
で
、
そ

れ
は
森
林
収
奪
の
前
期
の
象
徴
と

も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
続
く
、
大
規
模
林
道
時
代

の
幕
開
け
と
結
末
は
、
岩
手
県
の

チ
ベ
ッ
ト
と
言
わ
れ
た
安
家
村
起

点
の
安
家
林
道
の
ケ
ー
ス
に
見
ら

れ
ま
す
。

北
上
山
系
の
高
い
山
々
と
深
く

険
し
い
谷
、
三
陸
沿
岸
に
至
る
交

通
の
便
も
乏
し
い
村
は
、
県
と
共

に
林
道
開
設
を
陳
情
。
林
野
庁
の

経
済
効
果
調
査
で
の
森
林
資
源
量
、

地
域
経
済
発
表
の
見
込
み
に
、
新

聞
も

｢

200
年
以
上
の
原
始
林
に
眠

る
、
１
千
億
円
以
上
の
森
林
資
源｣

な
ど
と
書
き
た
て
ま
し
た
。
昭
和

30
年
の
林
野
庁
の
モ
デ
ル
事
業
で

あ
る
、
こ
の
大
規
模
林
道
開
設
の

結
末
を
当
時
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ

う
か
。
基
本
的
に
は
森
林
資
源
の

切
り
売
り
で
あ
る
。
こ
の
開
発
の

進
行
と
、
昭
和
50
年
代
ま
で
の
20

数
年
間
の
一
見
は
な
や
か
な
地
域

の
潤
い
の
あ
と
に
残
っ
た
の
は
、

急
激
な
過
疎
地
の
疲
弊
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
今
も
、
安
家
村
の
人
た

ち
の
懸
命
な
再
生
と
の
り
み
は
続

き
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ

て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

澤田 瑞穂さん
(今別八幡宮宮司)
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10月６日から８日にかけての低気圧等に伴う大雨､ 強風により被害を受けられた方は､ 次のような県税
の減免措置等を受けることができます｡
１. 県税の減免

災害によって財産に非常に大きな損害を受け､ そのために生活に重大な影響があった場合には､ その
被害の状況等に応じて､ 今後納付すべき県税を減免する制度があります｡
２. 徴収の猶予災害により､ 県税を一時に納付もしくは納入することができないときは､ 県税の徴収を猶
予する制度があります｡

※お問合せ先 青森県税事務所 ℡ ０１７－７３４－９９７０

���������	
��
子どもにとって､ 生みの親の温かい愛情の中で､ すこやかに育つことほど幸福なことはありません｡
しかし現実には親の離婚や病気など､ さまざまな事情で家庭に恵まれない子どもたちが沢山います｡
このような子どもたちを､ 一時的または継続的に､ 家庭の暖かい愛情と和やかな雰囲気の中で育ててい
ただくのが親里制度です｡
里親には､ 養育里親､ 親族里親､ 短期里親､ 専門里親の４つの種類があります｡
子どもを養育している間は､ 里親手続､ 子どもの生活費や教育費などが支給されます｡
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来
た
、
来
た
、
見
え
た

ゾ
ー｣

昭
和
33
年
10
月
22
日
、
蟹
田
以

北
三
�
ま
で
津
軽
線
延
長
開
始
、

一
番
汽
車
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
来

た
瞬
間
の
様
子
で
す
。

汽
車
も
モ
ー
ル
の
飾
り
や
お
祝

い
の
旗
等
付
け
て
停
車
す
る
や
、

運
転
手
、
車
掌
が
挙
手
の
挨
拶
、

国
鉄
職
員
の
制
服
姿
の
か
っ
こ
よ

さ
に
、
村
民
挙
げ
て
の
大
騒
ぎ
で

す
。10

月
は
収
穫
の
秋
、
婦
人
会
は

仕
事
を
休
ん
で
、
仮
装
行
列
で
部

落
一
周
し
駅
へ
、
小
学
校
全
校
生

徒
が
小
旗
を
振
り
、
長
い
ホ
ー
ム

は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
村
人
で
、
感

動
の
あ
ま
り
涙
す
る
人
あ
り
の
大

歓
迎
で
し
た
。

青
森
―
蟹
田
間
は
昭
和
26
年
開

通
し
た
の
で
す
が
、
終
戦
間
も
な

く
国
鉄
も
予
算
の
関
係
で
、
以
北

は
見
送
り
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。蟹

田
か
ら
の
汽
車
を
見
た
こ
と

も
無
く
、
勿
論
乗
っ
た
人
も
少
な

い
頃
な
の
で
・
・
・
？

無
人
駅
で
あ
ろ
う
が
、
部
落
か

ら
汽
車
で
青
森

に
行
く
事
が
出

来
る
便
利
な
時

代
が
き
た
の
で

す
。よ

う
や
く
北

の
孤
島
に
も
春

が
訪
れ
た
の
で

す
。急

用
で
青
森
に
行
く
に
も
、
細

い
道
を
山
越
え
し
、
蟹
田
ま
で
出

て
バ
ス
か
、
都
合
よ
く
行
っ
て
汽

車
に
乗
れ
る
か
、
帰
り
が
大
変
、

定
期
バ
ス
に
乗
れ
れ
ば
幸
い
、
二

日
が
か
り
だ
っ
た
と
か
？

其
田
商
店
前
か
ら
の
定
期
バ
ス

に
ガ
タ
ガ
タ
揺
ら
れ
、
せ
っ
か
く

治
っ
て
退
院
し
た
の
に
、
ま
た
、

再
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
な
が
ら
通
院
し
て
い
る
の
だ
と

口
説
き
な
が
ら
乗
車
し
て
い
る
人

あ
り
で
し
た
。

そ
の
他
の
定
期
便
は
海
、
平
野

廻
漕
店
か
ら
ハ
シ
ケ
で
沖
で
待
機

し
て
い
る
船
に
乗
る
。

天
気
が
晴
れ
の
日
は
風
も
気
持

ち
よ
く
、
悪
天
候
の
日
は
命
が
け

で
し
た
。
舟
の
名
は
４
代
丸
と
八

千
代
丸
と
、
他
に
大
徳
丸
と
か
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
？

役
場
職
員
の
出
張
で
も
、
２
・

３
日
は
か
か
っ
て
い
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

汽
車
は
今
も
同
じ
２
両
編
成
、

そ
の
頃
は
６
往
復
で
し
た
。
三
�

始
発
、
一
番
で
大
川
平
を
午
前
６

時
16
分
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
？

通
学
生
、
行
商
、
勤
人
汽
車
は

い
つ
も
往
復
満
員
混
雑
し
、
上
り

は
よ
い
と
し
て
も
帰
り
の
終
車
が

こ
れ
ま
た
大
変
。
発
車
時
刻
よ
り

１
時
間
も
前
に
６
番
ホ
ー
ム
に
入

り
、
夏
場
は
良
い
が
、
冬
は
待
つ

の
が
当
然
の
毎
し
と
寒
さ
に
耐
え
、

席
取
り
に
成
功
し
た
時
の
安
堵
感
、

住
め
ば
都
で
こ
の
辺
鄙
な
吾
が
家

に
辿
り
つ
く
、
い
つ
の
頃
か
ら
か

車
社
会
に
急
変
、
市
内
の
各
病
院

は
患
者
の
送
迎
、
若
い
人
達
は
車

通
勤
、
通
学
生
も
減
る
一
方
、
奥

津
軽
に
も
特
急
が
走
り
遠
方
ま
で

乗
る
に
は
時
間
も
の
短
縮
さ
れ
、

便
利
だ
と
思
う
。

特
急
も
走
っ
て
欲
し
い
、
在
来

線
も
残
し
て
欲
し
い
。

昭
和
33
年
津
軽
線
が
延
長
し
た

時
の
感
動
を
忘
れ
た
く
な
い
で
す

ね
。
・
・
・
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【ご注意ください】
１� ４分の１納付､ 半額納付及び４分の３納
付は､ 一部保険料をお支払いされない場合､
一部免除が無効になり未納と同じになるた
め､ 将来の老齢基礎年金の計算に含まれな
いだけでなく､ 万が一の時の障害基礎年金
や遺族基礎年金を受給できない場合があり
ますのでご注意下さい｡

２� 若年者納付猶予制度は20歳代の方がご利
用できます｡

３� 学生納付特例制度は学生の方が ご利用
できます｡

※問い合わせ先
青森社会保険事務所

TEL 017-734-7498
役場町民福祉課 国民年金担当

TEL 35-2001

��������	
����
所得が少ない等の理由で保険料のお支払いが困難な場合は､ 市
町村役場に保険料免除等の申請を行って下さい｡
保険料に免除制度の種類､ お支払いいただく保険料及び保険料
を全額お支払いいただいた場合と比較した免除等の期間にかかる
老齢基礎年金の額は以下のとおりです｡

免除制度の種類 保険料額 老齢基礎年金の額
全額免除 ０円 ６分の２
４分の１納付 (４分の３免除) ３, ４７０円 ６分の３
半額納付 (半額免除) ６, ９３０円 ６分の４
４分の３納付 (４分の１免除) １０, ４００円 ６分の５
若年者納付猶予 ０円 ０
学生納付特例制度 ０円 ０
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この制度は､ 建設現場で働く方々のために､
｢中小企業退職金共済法｣ という法律により国が
作った退職金制度です｡
事業主の方々は､ 現場で働く労働者の共済手帳
に働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り､
その労働者が建設業界で働くことをやめたときに
建退共から退職金を支払うという､ いわば業界全
体での退職金制度です｡
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額310円
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〒105-0011 東京都港区芝公園１－７－６
独立行政法人 勤労者退職金共済機構
建設業退職金共済事業本部 事業推進室
℡03－5400－4316
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● 個々の労働者と事業主の間の解雇､ 配置転換､
賃下げ､ セクハラ等の労働関係のあらゆる紛争を
対象に無料でご利用いただけます｡
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℡ 017－734－4212又は青森労働基準監督署庁舎
内総合労働相談コーナーまでお問合せください｡
★青森労働局ホームページ
(http://www.aomori.plb.go.jp/seido/seido01.html)
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青森県税事務所では､ 平成19年に
使用する農業用免税軽油についての
交付申請を受付します｡
受付は､ 平成18年11月16日 (木)
及び同月17日 (金) の午前９時から
午後４時まで､ 青森市新町２丁目４
番30号県庁舎北棟３階の青森県税事
務所で行います｡
なお､ 申請手続きが受付期間より
遅れますと､ 免税証の交付も遅れる
ことになりますので､ 受付期間は必
ず守って下さい｡
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TEL 017－734－9972
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現在､ 町営住宅に空があり若干の入居が可

能となっていますので､ 入居を希望される方
はご連絡下さい｡
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今別町役場産業建設課 住宅係
℡ ３５－２００１
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